
【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 令和3年11月10日

事　業　所　名

（ 242-0023

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】
外部評価項目

 1 ～  10

11

 12 ～ 16

17 ～ 23

23 ～ 35

令和3年12月6日

）

グループホームはなことば高座渋谷

自己評価及び外部評価結果

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

神奈川県大和市渋谷7-24-1

事業所は小田急江ノ島線「高座渋谷」駅から徒歩３分ほどで、商店やスーパーマー
ケット、小学校、図書館、住宅街など利便性が良く、暮らしやすい環境にありま
す。３階建ての建物の１階が同法人の小規模多機能事業所で、２、３階を事業所が
使用しています。
＜優れている点＞
事業所の理念は『「今」という時間を大切にし「これから」の時間を共に作り上げ
ていく』としています。職員は事あるごとに理念を振り返り確認し、実践につなげ
ています。例えば利用者を「様」で呼ぶことが社内ルールですが、「さん」を本人
が希望する場合は、必ずカンファレンスを行い、その必要性をケアプランに反映
し、対応することとしています。また、ＶＲ（仮想現実）ゴーグルを使った認知症
体験研修では、認知症を疑似体験したことで、本人が困っていること、不安に思っ
ていることなど想像力を働かせたり、思いを推し量り受けとめたりすることの意識
の向上につながっています。職員は常に利用者のために何ができるのか、話し合い
や研修で学びながら、一人ひとりに寄り添うケアを目指しています。
＜工夫点＞
ホーム長は日常業務に就き、日頃から職員とのコミュニケーションを取ることを大
切にし、毎月、職員面談も実施しています。法人の来訪時、職員と気軽に話をする
こともあり、働きやすい、チームワークの良い職場作りをしています。

■
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認知症対応型共同生活介護

高座渋谷駅から徒歩3分の立地に恵まれ、近隣にはイオンや図書館などがあり、生活
しやすい環境にあります。ホーム内は日の光を多く取り入れる事が出来る様に大き
な窓を設置し、明るい雰囲気作りをしております。職員は個々に必要な研修を受け
て貰ったり、定期的にホーム内で研修を受けて貰うなど資質の向上に努めていま
す。そして、お客様の為に何が出来るのかを常に話し合いながらお客様一人一人に
寄り添ったケアを心掛けています。

Ⅴ アウトカム項目

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

自己評価項目
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

〇 3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

〇 3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 〇 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

〇 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 〇 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホームはなことば高座渋谷

 ユニット名 2階

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

株式会社フィールズ



グループホームはなことば高座渋谷

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

今年度は行政から運営推進会議の中止
要請があったので書面開催のみに留め
ている。ご意見は書面やお電話でいた
だき更にホーム内で話し合いケアに活
かしている。

行政から運営推進会議の中止要請があ
り、会議は書面開催とし、２ヶ月に１
回、定期的に開催しています。議事録
は会議メンバーに送付し、意見や要望
は書面や電話で受けることを伝えてい
ます。

運営推進会議（今年度は書面開催の
み）の資料を郵送しご意見をいただい
ている。

介護保険課や高齢福祉課、生活援護課
など、行政の担当者とは連携を取り、
相談、助言を得、協力関係を築いてい
ます。介護相談員の来訪が毎月あり、
利用者と対面で話し合っています。ま
た、地域包括支援センターとは日頃か
ら協力関係を築いています。

地域の催し物や避難訓練等全てが中止
になってしまい、なかなか近隣の方と
交流が出来ない中ではありますが、こ
ちらの情報を回覧板で回すなど少しで
も関係性が途切れない工夫をした。

コロナ禍前は地域行事や事業所の秋祭
り、ボランティアの来訪、認知症相談
会などで地域と交流していましたがコ
ロナ禍で中止を余儀なくされていま
す。収束後は今まで通り実施していく
予定です。事業所便りを毎月自治会に
回覧し地域との関わりを継続していま
す。

毎月回覧にで認知症の方への支援方法
等を載せている。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

事業所理念は知っているし納得してい
る。そこに向けた支援を心がけてい
る。

独自の理念を事業所内に掲示し周知を
図り、全体会議で理念を読み合わせ確
認し、共有しています。新人職員には
導入教育で説明し、理解を得て業務に
就くようにしています。常に理念を振
り返り確認し、実践につなげていま
す。

株式会社フィールズ



グループホームはなことば高座渋谷

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身
体的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的
な委員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊
急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等をしな
いケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

玄関に意見箱を設置している。運営推
進会議（今年度は書面開催）の資料を
郵送し、そこから書面や電話でご意見
をいただいている。

コロナ禍前は運営推進会議や家族の面
会時に意見や要望を聞き、運営に反映
させています。現在は電話や毎月の
「お便り」で連絡を取り意見や要望を
聞くようにしています。コロナ禍のた
め、家族から要望を取り入れ「ｉＰａ
ｄでのテレビ電話の活用」にも応えて
います。

入居者の中には後見人を付けている人
がいるのでどんな事をするのか理解し
ている。

細かく説明を行い納得していただいて
から契約を結んでいる。

研修は年2回、委員会での話し合いは
3ヶ月に1回は開催している。現段階で
身体拘束が必要な方はいないが、自分
達が知らず知らずの間に身体拘束に近
い事をしていないか委員会等で話し
合って確認をしている。

身体拘束廃止委員会を３ヶ月ごとに開
催しています。身体拘束廃止マニュア
ルを確認し、身体拘束の事例を挙げて
検討し理解を深めています。議事録は
全職員が閲覧し、理解の上、サインを
するようにしています。また、研修を
年２回実施し、身体拘束弊害の理解を
深め、身体拘束をしない支援に努めて
います。

虐待防止委員会を設置している。委員
会では虐待にあたるような事例の確認
をしながら自分たちが行っているケア
の再確認をしている。

身体拘束防止委員会の中で虐待防止に
ついても事例を挙げて検討し、議事録
で職員に周知しています。研修を実施
すると共に、フロア会議では、虐待に
繋がる行為が見受けられた時は必ず話
し合い、防止に努めています。

株式会社フィールズ



グループホームはなことば高座渋谷

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

グループホーム連絡会に参加してい
る。

基本的には家族からの聞き取りが多く
なてしまうが出来るだけ細かな情報収
集を心がけている。情報は職員間で共
有し本人が不安にならないような対応
が出来る様にしている。

人事考課を行い平等な評価をする事で
職員のやりがいや向上心に繋げてい
る。

人事考課を年２回実施し、評価理由を
職員個々に説明し、次につなげていま
す。法人が適宜事業所を来訪し、管理
者や職員に声掛けし面談もしていま
す。有給休暇の取得も積極的に進めて
います。働きやすい、チームワークの
良い職場作りをしています。

毎月1回はホーム内研修を行い資質向上
に努めている。個々の能力や希望に合
わせた研修の機会を設けている。

研修やＯＪＴ、資格取得制度を通じて
職員の資質向上を図っています。資格
取得には受講費や交通費の支給もあ
り、勤務扱いとしています。管理者は
職員と面談し、将来のビジョンに向け
て資格取得を奨励しています。

管理者は職員と面談の機会を作り意見
を聞いている。全てでは無いが運営に
反映している。

管理者は日常業務に就き、日頃から職
員とのコミュニケーションを図ってい
ます。。毎月、職員面談を実施し、意
見交換をしています。また、職員に携
帯番号を開示し、意見や提案、相談な
どをいつでも受ける体制を取り、運営
に反映させています。

株式会社フィールズ



グループホームはなことば高座渋谷

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

電話が来た際には本人に繋げ話をして
いただいている。

友人・知人の来訪は高齢化に伴い減っ
ています。知人から連絡があった時は
家族の了解も得て来訪の受諾をしてい
ます。家族との墓参りや自宅への帰宅
を支援しています。コロナ禍で、ｉＰ
ａｄのテレビ電話を利用し家族と話が
出来るよう支援しています。

「自分で出来る事は自分で」をもっと
うに生活していただいている。お客様
同士が協力しながら生活出来る様に支
援している。

細かく情報共有を行い、家族が知らな
かったという事が無い様に心がけてい
る。またご本人との関係性が途切れな
いようにiPadを利用したTV電話も行っ
ている。

本人の事だけでなく、ご家族の不安な
不満も受け止め相談に乗る様にしてい
る。

どんなサービスが必要か職員や家族本
人と話し合い本当に必要なサービスを
見極めている。
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価
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外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

本人からはもちろんだが家族や以前の
ケアマネジャーから情報を聞き取り出
来るだけ把握するように努めている。

本人や職員から話を聞きながらモニタ
リングを行い現状把握に努めている。

契約終了後も必要があればご家族に連
絡し相談等に乗っている。

本人や家族から思いを聞き取り、出来
るだけ本人の意向に添える様に努めて
いる。

ＶＲ（仮想現実）ゴーグルを使った認
知症体験研修の機会も持っています。
認知症を疑似体験することで、利用者
が困っていること、不安に思っている
ことなど、想像力を働かせたり、思い
を推し量り受けとめたりすることで意
識の向上につなげています。

席の配置には気を配っている。性格や
話が合いそうな方同士で座っていただ
くなどしている。
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自
己
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価

外
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評
価
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外部評価

26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

契約時に事業所の協力医療機関と契約
できる事、もしくは今までの医療機関
をこのまま継続して頂ける事をお伝え
し選んでいただいている。

現在は全員が事業所の協力医をかかり
つけ医としています。通院が必要な場
合は基本的には家族対応ですが、状況
に応じ、職員が付き添っています。週
２回、看護師の来訪があり、利用者の
健康管理や適切な医療につながるよう
に支援しています。

本人がやりたいことやニーズに対応で
きるように家族と相談しながら対応し
ている。

地域資源の勉強会を実施した。なかな
か、地域資源を利用して本人を支えて
行くまでには至っていない。

本人や家族や関係者（主治医や訪問看
護等）と話し合いながら意見を取り入
れ介護計画書の作成をしている。

計画作成担当者も日々現場に入ってい
るほか、毎月のカンファレンスで状態
確認もしています。ケアプランの見直
しの際には家族の意向のほか、本人の
気持ちの代弁者として、職員意見も重
要に考えて話し合い、検討していま
す。

記録は必ず残し、職員は仕事に入る前
に介護記録を読み返している。更に特
記すべき事項は申し送り用紙を使用し
記載し情報共有している。
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価
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価
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

研修でAEDの使用方法や心肺蘇生法を
習っている。

防災訓練や避難訓練は定期的に行って
いる。夜間想定の訓練も行っている。

消防隊員経歴のある法人社員の指導の
下、夜間想定を含む年２回の避難訓練
を併設の小規模多機能事業所と合同で
行っています。その際は掲示板や回覧
板で地域にも知らせています。備蓄は
「非常用備蓄食料品確認表」で保管管
理をしています。

食料品のほか、事業所に必要
な非常用の備品の確保につい
ても検討が期待されます。

入院先病院とは連携を取り必要な情報
交換を行っている。

事業所の看取り指針に基づいて取り組
んでいる。職員だけでなく家族・主治
医・訪問看護等でチームを組み都度本
人も交えながら話し合いながら方向性
を決めている。

入居時に「重度化した場合における対
応に係る指針」で説明しています。重
度化と医師が判断をした場合は、丁寧
な話し合いを重ねていきます。職員は
看取りについて、研修で学んでいま
す。今年度は複数の看取りの経験をし
ています。

訪問看護師に週2回診ていただいてい
る。特変があった時には電話連絡し相
談に乗っていただいている。

株式会社フィールズ



グループホームはなことば高座渋谷

自己評価

実施状況 実施状況
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

食器洗いや片づけをお願いしている。 利用者はエプロンをかけ、盛り付けや
後片付けを手伝っています。レクリ
エーションでの毎月のおやつ作りのほ
か、利用者のリクエストに応えたファ
ストフードのハンバーガー、ピザ、お
寿司パーティなど、食を楽しむ支援を
多く取り入れています。

入浴や排泄等、声はかけるが拒否があ
れば無理強いせず時間をおいて再度声
をかけたりしている。その日をどのよ
うに過ごしたいかまでは把握できてい
ない。

洋服は出来るだけご自分で選んでいた
だいている。髪の毛が乱れていれば都
度整えて差し上げる等している。

こちらのペースで物事を進めないよう
に心掛けている。表情等から感情を読
み取り無理強いはしないようにしてい
る。

人権・認知症理解など年間計画に沿っ
た学びの機会もあり、職員の気づきに
つなげています。利用者を「様」で呼
ぶことが社内ルールですが、「さん」
を本人が希望する場合は必ずカンファ
レンスを行い、ケアプランに反映し、
対応することとしています。

希望等を伺いたいときには時間を多く
とりゆっくりと話ができるようにして
いる。自己決定ができるように選択肢
なども上手く使っている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

水分を多く摂取できるように好みのを
伺ったり、少しずつ小まめに提供する
などの工夫をしている。

入浴拒否があった時には決して無理強
いせずに時間を置いて再度声掛けをす
る等している。

週２回の入浴を支援しています。利用
者の状況によっては併設の小規模多機
能事業所のリフト浴を利用することが
可能です。年間行事で菖蒲湯と柚子湯
の季節感を楽しんでいます。入浴を嫌
がる場合も職員のチームワークで対応
しています。

訪問歯科とと連携を取りながら口腔の
状態を保っている。出来るだけ自分で
口腔ケアをしてもらっている。

排泄チェック表を活用し、排泄パター
ンやタイミングの把握に努めている。

定時誘導のほか、排泄チェック表で一
人ひとりの間隔やパターンを把握し、
個別の声かけをしています。ケースカ
ンファレンスで排泄支援方法について
話し合い、トイレでの排泄が継続でき
るように検討しています。職員の支援
で失禁が減った事例もあります。

個々の嚥下能力や好みに合わせて食事
の提供をしている。個別支援経過表や
水分チェック表で食事量や水分摂取量
の把握をしている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

個々に現金は持っていない。個人的に
何かを購入する際には立て替えて購入
出来るようにしている。

今までの生活歴に合った役割を持って
いただくようにしている。

天気の良い日は散歩にお誘いしてい
る。また野菜など食事作りで使用する
物を近隣のお店に食員と買いに行って
いる。

コロナ禍が続き、遠出の外出は控えて
います。家族との個別外出は人ごみを
避けてほしい旨のお願いをしています
が、事業所は利便性の良い場所にある
ので近隣散歩の他、地元野菜の販売所
やスーパーマーケットなどへ買い物に
出かけています。

気温に合わせて室温調整をしたり照明
調整・寝具調整をして落ち着いて休ん
でいただけるようにしている。

薬の情報については職員間で共有して
いる。その際に副作用についても共有
している。薬剤師とも連携し相談して
いる。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

使い慣れた馴染みの物をお部屋に飾っ
て頂いたりしている。

事業所の備え付け設備はありますが、
家族の写真、日本史の雑誌、数々の可
愛らしい小物、市からの長寿の祝い品
など本人の大切な品々を居室に置いて
います。居室担当職員が、整理整頓、
衣類の入れ替え、不足品の買い足しな
どを手伝う支援をしています。

手すりを設置し出来るだけ掴まりなが
らでも歩行や立位が出来るようにして
いる。

共用部の壁には季節の手作りの飾りが
あり季節感とぬくもりを出している。
また照明も明るすぎない物をあえて使
用している。室温調整は職員が都度
行っている。

開設から１０年目となりますが、清掃
を丁寧に行い清潔な状態を保っていま
す。コロナ禍が続く中、換気と消毒に
も気を配っています。大型加湿器を置
いていますが、さらに濡れタオルを
使っています。季節を感じてもらうよ
う、季節に応じた作品を利用者と作り
壁面に飾っています。

イス席だけでなくソファー席を用意し
ゆっくりと一人でくつろいでいただい
たり、気の合う仲間とおしゃべりを楽
しんでいただいている。

iPadを利用しTV電話でなかなか会えな
い家族との橋渡しをしている。家族か
ら連絡が来た際にはすぐに本人に繋ぐ
ようにしている。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

〇 3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

〇 3．利用者の1/3くらいが 〇 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホームはなことば高座渋谷

 ユニット名 3階

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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グループホームはなことば高座渋谷

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

今年度は運営推進会議自体が中止と
なっているが、書面開催はさせていた
だきこちらからの報告をさせていただ
いている。ご意見は電話で伺ってい
る。

運営推進会議の資料を郵送して取り組
み等報告している。

地域とのつながりが切れないようにし
たいが、地域イベントが中止になって
いることもありなかなか交流が出来て
いない。

回覧板で地域の人に向けた認知症の対
応方法などを伝えている。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

ホーム理念は掲示もしてあるので知っ
ている。

株式会社フィールズ



グループホームはなことば高座渋谷

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身
体的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的
な委員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊
急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等をしな
いケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

意見箱を玄関に設置している。

成年後見制度や日常生活自立支援につ
いては聞いたことはあるが内容までは
良くわからない。

重要な説明は基本管理者が行ってい
る。契約者が納得できるように丁寧に
説明している。

委員会は3か月に1回・研修は年2回は
行っている。委員会では各フロアーで
の身体拘束に繋がりそうな事例は無い
かなど確認している。

委員会の中でケアの中に虐待につなが
ることは無いか確認している。
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グループホームはなことば高座渋谷

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

連絡会に参加して意見交換や情報交換
をしている。

本人の気持ちを大切にし不安の無いよ
うに対応している。最初の頃は必要以
上に話しかけたりして関わるようにし
ている。

人事考課を年2回実施し平等なひょうか
がされている。

毎月ホーム内研修を行い職員の資質向
上を図っている。必要があれば外部研
修にも参加している。

管理者は職員と定期的に面談する機会
を設け、意見を言える機会を作ってい
る。
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グループホームはなことば高座渋谷

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

友人や知人から連絡が来た際には出来
るだけ繋ぐようにしている。家族の要
望で繋がない場合もある。

職員からお願い事（掃除や洗濯等）を
してお互いがさせ合いながら生活して
いる事を自覚していただいている。

家族に都度相談や報告をしている。ま
た、本人との繋がりが途切れないよう
にお便りなどで写真を送ったりしてい
る。

家族の困りごとをしっかりと受け止め
否定せず傾聴している。まずは吐き出
させる様にしている。

本人や家族・職員と話し合い出来る事
困っている事をしっかりと見極め必要
なサービスを入れている。
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グループホームはなことば高座渋谷

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

本人や家族から細かく話を聞いてい
る。時には写真や愛用していたものも
見せていただきそこから生活歴をたど
る事もある。

モニタリングを行い現状把握に努めて
いる。また普段の会話からもヒントを
探して把握している。

契約終了時にいつでも力になることを
お伝えしている。実際に連絡があれば
相談に乗っている。

本人から希望や意向を聞き取ることが
難しい事も多いが、家族や職員間で話
し合いながら出来るだけ本人に寄り
添った意向が導き出せる様に努めてい
る。

個々の出来る事難しい事をおぎ合いな
がら生活出来るように職員が促してい
る。そうする事でお客様同士が関わり
合いを持つことが出来る。
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グループホームはなことば高座渋谷

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

訪問医による定期診療を受けている。
状態が悪い方等にはムンテラを行い本
人も家族も職員も後悔の無い様に話し
合っている。

ニーズには都度対応できるようにして
いる。必要であれば担当者会議の上計
画変更をしている。

地域資源の勉強会を行った。理解はし
ているがなかなか資源を使う機会は無
い。

関係者でカンファレンスや担当者会議
を行い介護計画書に意見を反映させて
いる。

介護記録を記載し誰が読んでも状況が
分かるようにしている。申し送りノー
トを活用し情報共有に努めている。
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グループホームはなことば高座渋谷

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

研修でAEDの使い方などの訓練をしてい
る。

年2回の訓練を行い、そのうち1回は夜
間想定の訓練をしている。

病院都連を取り安心して隊員が出来る
ような体制を取っている。情報は細か
く病院と交換している。

ホームの志士に基づき支援している。
日頃からご家族には常に状況報告し必
要があれば訪問医によるムンテラを
行っている。

週2回訪問看護が来ている。状態の確認
とアドバイスを受けている。職員は何
かあれば夜中でも訪問看護師の相談で
きるような体制が出来ている。
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グループホームはなことば高座渋谷

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

主に食器拭きをしていただく事が多
い。食事形態は個々の能力に合わせた
形態にし、無理なく美味しく召し上
がっていただけるようにしている。

基本的なルールや時間等決まりはある
が、無理強いせずに個々のペースや時
間に合わせる様に努めている。

更衣に関してはご自身で選べるように
ある程度衣類をお出しし、選択しやす
い様に工夫している。また髪が乱れて
いればとかせるようにヘアブラシを渡
したりして日常の当たり前の身だしな
みから気を付けている。

一人一人の自尊心を尊重した対応を心
がけている。話し方一つにしても個々
に合わせている。

話を聞く時には出来るだけお部屋で
ゆっくりとするようにしている。

株式会社フィールズ
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実施状況 実施状況
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

体操など体を動かすような運動を取り
入れている。水分は出来るだけ多めに
摂っていただけるように様子を見なが
ら提供している。

ある程度曜日など決まってはいるが拒
否があれば無理強いせずに時間をずら
して声を掛けたり日にちを掛けたりし
ている。

毎食後口腔ケアを行っている。訪問歯
科のアドバイスを受けながら口腔ケア
をしている。

排泄チェック表を元にパターンを出来
るだけ把握しなるべくトイレで排泄で
きるようなケアを心がけている。

食事摂取量・水分摂取量は必ずチェッ
クし記録として残している。食形態を
個々の能力に合わせて物にしている。
水分摂取が進まない方にはゼリーや甘
い飲み物等お出ししている。

株式会社フィールズ
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外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

現金は持っていない。欲しものは事業
所の立替で購入している。

能力ややりたい事に合わせてレクを
行っている。洗濯物たたみなど職員か
らお願いするような形でたたんでいた
だき、たたみ終わったらお礼を伝える
様にしている。

なかなかご家族も外出の希望が無いの
で外に出かける機会は減っている。散
歩など近隣を歩くくらいしかしていな
い。

室温や明るさは本人の好みに調整し落
ち着いて休めるような空間作りを心が
けている。

薬の情報は必ず職員間で共有してい
る。分からないことがあれば薬剤師に
質問するなどしている。

株式会社フィールズ
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実施状況 実施状況
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

あまりにも大きな家具などは遠慮して
いただいているが、自宅で使用してい
た物など好みの物などをお持ちいただ
き安心して過ごす事の出来る空間作り
をしている。

カンファレンスを細かく行う事で、
個々の能力の把握をし出来る事・難し
い事を明確にしたうえで出来るだけ自
立した生活が送れるような支援をして
いる。

室内の温度調整は外気に合わせてしっ
かりと行っている。照明は明るすぎな
い物にしている。また季節感を演出す
るために壁に季節物の飾りを飾るなど
温かみのある演出をしている。

ソファ―席を用意しゆったりとした空
間づくりをしお客様同士がくつろげる
空間作りをしている。

iPadを利用して家族と顔を見ながらお
話しできるような支援をしている。

株式会社フィールズ



優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 2

コロナ禍という事もあり地域との付き
合いが薄くなってしまっている。

以前は行っていた認知症相談会や体操
教室等を再開していく。
地域の催し物等への参加をする。

感染防止対策を徹底し安心して相談会
等うに来ていただけるようにする。
地域の催し物の情報は見逃さず出来る
だけ参加出来る様にしていく。

6ヶ月

2 35

非常用の備品の確保が足りない。
食料は足りているが、カセットコンロ
等必要とも割れる物が不足している。

必要な備品の確保。 必要物品洗い出し・購入。

1ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

202１年度

事業所名　はなことば高座渋谷
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